
令和３年度 スポーツ振興施策の概要

○ 新型コロナウイルス感染症の拡大によるスポーツへの参画機会の減少
↓

「 一人一スポーツの推進 」 の取組内容の充実

○ 東京オリンピック・パラリンピックによりスポーツに対する意識が高揚
↓

東京オリンピック・パラリンピック大会開催による効果を反映

１ 県スポーツ推進計画の改定

○ 県障害者スポーツ大会開催
4月～5月に個人競技、11月～12月に団体競技を中心に実施

○ 全国障害者スポーツ大会選手派遣
出場選手に対して、大会への参加を支援

○ 障害者スポーツ指導員派遣事業
指導員の派遣、スポーツ交流教室の開催、指導員養成研修の開催・派遣

○ 障害者スポーツ用具整備事業
ボッチャ、フライングディスク、ゴールボール、スポーツ車いすを購入

４ 障害者スポーツ活動の充実

○ やまなしスポーツエンジン（仮称）設置準備委員会開催
スポーツコミッションの設立に向けた準備委員会の開催

○ スポーツイベント・合宿誘致推進事業
スポーツイベントや合宿誘致のため、県内スポーツ施設をＰＲ

２ スポーツによる地域活性化
（山梨県スポーツ成長産業化戦略）

○ 国民体育大会選手派遣
・ 国民体育大会 （三重県）R3.9.25～10.5
・ 冬季大会 （栃木県）R4.1.24～30 （秋田県）R4.2.17～20
・ 関東ブロック大会（栃木県）R3.6.5～8.30 ※分散開催

○ 全国障害者スポーツ大会選手派遣（三重県）R3.10.23～25

○ 競技力向上
アマチュアスポーツを振興し、県民の体力向上及びスポーツ精神の育成を図る

○ 2032（令和14）年に山梨県で国民スポーツ大会、全国障害者スポーツ
大会の開催を目指す ⇒ 国や日本スポーツ協会へ開催に向けた準備

５ 国民体育大会等に関する取り組み

○ 県・北杜市で譲渡に関する基本協定書締結

○ 令和４年４月に北杜市に施設譲渡

○ 施設の修繕、地域活性化の検討

６ 八ヶ岳スケートセンターの譲渡

○ 東京オリンピック・パラリンピック総合推進事業
自転車競技ロードレースの準備や聖火リレーの開催等、県が取り組む施策を総合的
かつ計画的に推進

○ やまなしホストタウンフェスティバル開催事業
事前合宿で来日した国等との人的・経済的・文化的な相互交流を図るための取り組
みを実施

○ 山梨県ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策基金事業
ホストタウン登録市町村等における選手等受け入れ時の感染症対策を実施

３ 東京オリンピック・パラリンピック大会に向けた取り組み
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